
海洋教育の
意義とその実践

お茶の水女子大学 サイエンス＆エデュケーションセンター

～内陸地域における実践事例を中心に～

本日の話題

１．海洋教育の概要

2．内陸地域での実践
東京都北区・渋谷区での実践例を中心に



海洋教育の概要

日本は、まわりを太平洋や日本海
などの海に囲まれている島国です。



日本の国土の広さは世界第61位
しかし

海の広さ（領海＋排他的経済水域）は世界第6位

海の広さランキング（国土面積ランキング）

1位：アメリカ（3位）
2位：オーストラリア（6位）
3位：インドネシア（15位）
4位：ニュージーランド（76位）
5位：カナダ（2位）
6位：日本（61位）

日本人のおよそ半数は沿岸部に住んでいる

日本人が摂取する動物性タンパク質の約４割は水産物由来

輸出入貨物の99％は海上輸送に依存している

国内輸送に限っても、輸送量全体の４割は海運に依存している*1

*1 t・km（トンキロ）ベースでの統計。海運が長距離・大量輸送に向いた輸送手段であることを示す。

国民生活が大きく海に依存している

日本は四方を海に囲まれた「海洋国家」

https://www.mitsubishi-logistics.co.jp/service/pd/menu/ship_global.html



注：粗食料とは、廃棄される部分も含んだ食用魚介類の数量

日本は世界有数の魚介類消費国
主要国・地域の1人1年当たり食用魚介類消費量の推移（粗食料ベース）

資料：FAO「FAOSTAT（Food Balance Sheets）」（日本以外の国）及び農林水産省「食料需給表」（日本）

日本は海運なしでは成り立たない

出典：国土交通省海事局編『海事レポート2003年版』

日本1カ国だけで世界の貿易量の「6分の1」を占めている

世界の海上貿易で日本の占める割合

全体
55億トン

9億トン



日本の現在と未来が海に大きく依存している

海洋と人類が共生した持続可能な社会の創出

日本と海の関係

我が国の未来は海に預けられているといって過言ではない

日本と海との関係を維持・改善・向上していくことが重要

海洋酸性化・海洋プラスチック汚染・生物多様性の喪失・・・・・・

環境省 平成29年度漂着ごみ対策総合検討業務

https://www.data.jma.go.jp/gmd/kaiyou/shindan
/a_3/pHglob/pH-glob.html

http://www.env.go.jp/nature/biodic/kaiyo-hozen/

しかし・・・

①海洋の開発及び利用と海洋環境の保全と調和 ②海洋の安全の確保

③科学的知見の充実 ④海洋産業の健全な発展

⑤海洋の総合的管理 ⑥国際的協調

海に関する法律・政策

第二十八条 国は、国民が海洋についての理解と関心を深めることができるよう、

学校教育及び社会教育における海洋に関する教育の推進、海洋法

に関する国際連合条約その他の国際約束並びに海洋の持続可能な開発及び利

用を実現するための国際的な取組に関する普及啓発、海洋に関するレクリエー

ションの普及等のために必要な措置を講ずるものとする。

海洋基本法（平成19年4月20日成立）

基本理念
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海洋教育を普及促進するための具体的方策

第１期海洋基本計画（平成20年3月18日 閣議決定）
「海洋に関する国民の理解の増進と人材育成」（第2部12項）
○小学校、中学校及び高等学校の社会や理科等において海洋に関する教育
が適切に行われるよう努めるほか、海洋に関する教育の実践事例の提供を図
るなど海洋教育の普及促進に努める。

第２期海洋基本計画（平成25年4月26日 閣議決定）
「海洋に関する国民の理解の増進と人材育成」（第2部12項）

○ 小学校、中学校及び高等学校において、学習指導要領を踏まえ、海洋
に関する教育を充実させる。また、それらの取組の状況を踏まえつつ、海洋
に関する教育がそれぞれの関係する教科や総合的な学習の時間を通じて
体系的に行われるよう、必要に応じ学習指導要領における取扱いも含め、
有効な方策を検討する。
○ 海洋関連の副教材の作成を促進する。また、海洋に関する教育の実践
事例集や手引きなどの指導資料の作成、教員研修の充実等を通じ、教育現
場が主体的かつ継続的に取り組めるような環境整備を行う。

海に関する法律・政策
海洋基本計画



海洋人材の育成と国民の理解の増進（第2部 9項）

平成29年に公示された小・中学校学習指導要領では、
海洋に囲まれた多数の島からなる
我が国の国土に関する指導が充実

学校教育における
海洋教育実施の機運が高まっている

第3期海洋基本計画（平成30年5月15日閣議決定）

日本は、国土面積の約１２倍、世界第６位の海域面積を誇る「海洋国家」です。海は、古来、私たちに豊かな食をもた

らし、物や人が行き交い、子供にとっては遊びと学びの場でした。日本は、海を利用して産業を興し、近代化を遂げてき

ました。海が日本という国の形を作ってきたと言っても過言ではありません。

海洋産業には、新たな可能性が生まれています。近年、日本周辺の海域に、新たなエネルギー資源や鉱物資源が

眠っていることがわかってきました。海洋エネルギー・鉱物資源開発、海洋プラント等の産業を創出する海洋資源開発

が、我が国の成長を牽引するフロンティアとなることを期待しています。

この海の恵みを後の世代に引き継いでいかなければなりません。そのためには、海洋を、国際法の下、人類共通の

公共財として守っていくことが必要です。伊勢志摩サミットでは、私が国際社会に繰り返し訴えてきた「海における法の

支配の三原則」がＧ７首脳宣言として採択されました。国際法に基づく主張、緊張を高める一方的な行動の自制、平

和的手段による紛争解決というこの三原則を、国際社会とともに徹底させていきます。

昨年秋からは、アジア各国の海上保安機関の幹部候補生が、日本の海上保安官とともに日本で海上保安政策を学

んでいます。世界の平和と繁栄のため、各国と志をともにし、海を護る絆を固めてまいります。

海と接し、海を知ってこそ、海を活かす知恵が生まれます。特に若い皆さんに、海に関心を持ち、触れて頂きたいと思

います。海洋教育の取組を強化していくため、産学官オールジャパンによる海洋教育推進組織「ニッポン学びの海プ

ラットフォーム」を立ち上げることといたします。この「プラットフォーム」を通じて、２０２５年までに、全ての市町村で海

洋教育が実践されることを目指します。

私は、「海の日」が国民の皆様にとって、海に親しみ、海の恩恵に感謝するとともに、海と日本の未来に思いを馳せる

機会となることを切に希望します。

平成２８年７月１８日

内閣総理大臣・総合海洋政策本部長 安倍晋三

平成28年「海の日」を迎えるに当たっての内閣総理大臣メッセージ



持続可能な開発目標（SDGs）との関連
 2015年9月の国連サミットで全会一致で採択。

 「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現のため、
2030年を年限とする17の国際目標

『私たちが目指す世界 子どものための「持続可能な開発目標（SDGs）』日本語版



『私たちが目指す世界 子どものための「持続可能な開発目標（SDGs）』日本語版

新しい学習指導要領の考え方（文部科学省）



①各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育目標を踏
まえた教科横断的な視点で、その目標の達成に必要な教育の内容
を組織的に配列していく。②教育内容の質の向上に向けて、子供た
ちの姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき、教育
課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを
確立する。③教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、
地域等の外部の資源も含めて活用しながら効果的に組み合わせる。

カリキュラムマネジメントの3つの側面

新しい学習指導要領の考え方（文部科学省）

コンピテンシーとは・・・
グローバル化と近代化により、多様化し、相互に繋がった世界を生き抜くために必要な能力で、単なる知識や技能だけでなく、態度などを

含む様々な資質・能力を活用して、複雑な要求（課題）に 対応することができる実践的な力。

教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成

• 健康・安全・食に関する力
• 主権者として求められる力
• 新たな価値を生み出す豊かな創造性
• グローバル化の中で多様性を尊重するとともに、現在まで受け継がれてきた我が国固有の領土や歴史について

理解し、伝統や文化を尊重しつつ、多様な他者と協働しなが ら目標に向かって挑戦する力
• 地域や社会における産業の役割を理解し地域創生等に生かす力

• 自然環境や資源の有限性の中でよりよい社会をつくる力
• 豊かなスポーツライフを実現する力

コンテンツによる横断でなく、コンピテンシーによる横断を！！

中教審答申（2016年12月）

「何を知っているか」ではなく「何ができるか」

① 伝統や文化に関する教育

② 主権者に関する教育

③ 消費者に関する教育

④ 法に関する教育

⑤ 知的財産に関する教育

⑥ 郷土や地域に関する教育

⑦ 海洋に関する教育

⑧ 環境に関する教育

⑨ 放射線に関する教育

⑩ 生命の尊重に関する教育

⑪ 心身の健康の保持増進に関する教育

⑫ 食に関する教育

⑬ 防災を含む安全に関する教育

現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育内容

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総則編

現代的な課題に対して求められる資質・能力の育成



参考資料：小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総則編

現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育内容

遠足・集団宿泊的行事

第5学年 社会科
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学習指導要領における海洋教育の位置づけ

出典：日本の教育の原点 （戦後）理科編

小学校学習指導要領「理科」において
「海」が入っている言葉の件数



海洋教育の定義

「人類は，海洋から多大なる恩恵を受けるとともに，海洋

環境に少なからぬ影響を与えており， 海洋と人類の共生

は国民的な重要課題である。海洋教育は，海洋と人間の

関係についての国民の理解を深めるとともに，海洋環境

の保全を図りつつ国際的な理解に立った平和的かつ持続

可能な海洋の開発と利用を可能にする知識，技能，思考

力，判断力，表現力を有する人材の育成を目指すもので

ある。この目的を達成するために，海洋教育は海に親しみ，

海を知り，海を守り，海を利用する学習を推進する。」

21世紀の海洋教育に関するグランドデザイン（小学校編）

小学校における海洋教育のコンセプト

21世紀の海洋教育に関するグランドデザイン（高等学校編）



中学校における海洋教育のコンセプト

21世紀の海洋教育に関するグランドデザイン（高等学校編）

海洋政策研究財団による
「21世紀の海洋教育に関するグランドデザイン」

海洋政策研究財団が2008年～11年に作成し、

義務教育および高校教育における海洋教育の在り方について具体化した。

４領域のコンセプト



小中学校の海洋教育実施状況に関する全国調査 (2012年)
32010校中、6706校が回答（20.9%）（日本財団/海洋政策研究財団）

海洋教育を実施したか

総合的な学習の時間のメインテーマとして
総合的な学習の時間のトピックとして
他教科と連携して
課外活動として

未実施
教科書の範囲のみで実施

19.9%

76.5%

「未実施」
または

「教科書の範囲
のみで実施」

学校のロケーション

海から
徒歩15分程度

海から
徒歩30分～1時間程度

電車やバスが必要

39.1% 74.5% 84.8%

海洋教育の実施率は低い

内陸地域でも実施可能なカリキュラムの整備が不十分

内陸地域での実践

海洋教育は沿岸部だけで
取り組まれればいいものではなく

海の恵みに支えられて生きる

私たち人類にとって重要な教育である
ー日本の海洋教育の原点（戦後）理科編ー



お茶の水女子大学 サイエンス&エデュケーションセンター

海洋教育促進プログラム

海から離れた「内陸地域における海洋教育カリキュラム」の開発

 教育課程特例校を含め13校で海洋教育実施を支援（平成30年度実績）

東京都北区、渋谷区の小・中学校における海洋教育推進を支援

東京都北区立
◆東十条小学校 ◆王子桜中学校

平成27年4月より文部科学省から教育課程特例校に指定

「海育科」を設置して海洋教育に取り組む

理科、社会科、総合的な学習の時間の一部を
「海育科」に充てて実施

かいいくか

① 教科・単元の横串を通す

北区における海洋教育の現状
海から離れた地域で海洋教育を実践する意義は何か？

海から離れた地域での海洋教育のモデル実施例に！

② 目の前にないものを想像し、その大切さを理解する

③ SDGs（Sustainable Development Goals）の視点

教科等横断的な視点に立った、資質・能力の育成

SDGsの視点海洋教育の視点



北区における海洋教育の現状

引用： 北区教育ビジョン2015 p.55

海洋教育授業支援
について



内陸地域でも
実践できる

普段の授業で
実践できる

いずれは
学校が自立して

展開できる

お茶大教員がT2として授業を支援する

海洋教育授業支援のポイント

お茶の水女子大学SECの支援体制



海洋教育授業支援実施の流れ

授業前（～前日）
 海洋教育について（座学研修）
 授業の流れについて（指導案の提示）
 実技研修（実験の仕方や器具の確認）
 授業準備

授業前（～数ヶ月から数週間前）
 授業プログラムの提案
 希望調査
 実施時期の調整

授業中

授業後

 授業進行のサポート
 T2として適宜授業に参加

 後片付け
 振り返り、次の展開の相談

海水、海藻、魚・・・・
海産資源の提供も行います

今学校で
取り組んでいることは？

子供たちはどんな様子ですか？

海藻を教材として活用する
☆児童らにとって海藻は意外と身近な存在

 海藻を手にとって観察します

⇒色、形、大きさ、におい、感触・・・

 陸上植物との比較を通して、理解を深める

 海藻と海草の違いは・・・？

第3学年：身の回りの生物

第6学年：植物の養分と水の通り道

 陸上の植物は光合成をしている
⇒では海の中にはえている海藻は・・・・？

 海洋は大気中の二酸化炭素を吸収している
⇒二酸化炭素のゆくえは・・・・？

1.2年生の生活科で押し葉づくり
として実施することも可能です。



ミナミアオサ
カゴメノリ

フシツナギ

海藻を比較して観察します



キーワード
共通性と多様性（理科の見方）

比較（理科の考え方）

川と海のつながり

ウニの発生観察実験 ‐“教室に海を”プロジェクト‐

第５学年：動物の誕生
⇒資料や調べ学習で終わりがちな単元に、体験的な学習を取り入れられます

（魚の誕生、人の誕生）

お茶の水女子大学
湾岸生物教育研究センターより
ウニ卵、精子、海水を提供

 動物の発生や成長について理解を深める
 養殖などの水産業の学習へもつなげられる

バフンウニの卵と精子を観察し、受精の「瞬間」を観察する



これって生きてるの？？
いたくない？？？

ふたりひと組で、受精の瞬間を観察します



バフンウニの卵に精子が受精し
受精膜が形成される様子

※早送り動画ではありません

海の恵みをいただくこととは・・・？
海のいのちをいただくこととは・・・・？

プリズム幼生



海水の液性は何性？？ -食塩水との比較-
第６学年：水溶液の性質

 海水は弱アルカリ性
 海水に溶けている塩成分
⇒塩化ナトリウム以外に塩化マグネシウムや、

硫酸マグネシウム（いわゆるにがり）が溶けている。
 海洋の酸性化、二酸化炭素の増加
 環境問題へのつながり

児童の予想

煮干し（カタクチイワシ）の解剖

人間
（自分）

マイクロプラスチック・海ゴミ

海産プランクトン

食物連鎖

人間（自分）を中心として持続可能な社会の構築について多面的に考える

第6学年：生物と環境

カタクチイワシ



生物と環境について，動物や植物の生活を観察したり資料を活用したりす
る中で，生物と環境との関わりに着目して，それらを多面的に調べる活動を
通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する技能を身に付け
ること。

(ｱ) 生物は，水及び空気を通して周囲の環境と関わって生きていること。
(ｲ) 生物の間には，食う食われるという関係があること。
(ｳ) 人は，環境と関わり，工夫して生活していること。

イ 生物と環境について追究する中で，生物と環境との関わりについて，
より妥当な考えをつくりだし，表現すること。

(3) 生物と環境

（内容の取扱い）

(4) 内容の「Ｂ生命・地球」の (3) については，次のとおり取り扱うもの
とする。

ア アの (ｱ) については，水が循環していることにも触れること。
イ アの (ｲ) については，水中の小さな生物を観察し，それらが魚など

の食べ物になっていることに触れること。

参考資料：小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 理科編

第6学年「生物と環境」について

（3）ア（ウ）人は、環境と関わり、工夫して生活していること

「生命」を柱とする領域として、唯一加わった内容

(ｳ) 人の生活について，環境との関わり方の工夫に着目して，持続可能な環境
との関わり方を多面的に調べる。これらの活動を通して，人と環境との関わりに
ついて，より妥当な考えをつくりだし，表現するとともに，人は，環境と関わり，
工夫して生活していることを捉えるようにする。その際，人の生活が環境に及ぼ
す影響を少なくする工夫や，環境から人の生活へ及ぼす影響を少なくする工夫，
よりよい関係をつくりだす工夫など，人と環境との関わり方の工夫について考え
るようにする。

自分（人）を中心としながら、持続可能な社会の構築について学習させる

ポイント

参考資料：小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 理科編

参考資料：イラスト図解ですっきりわかる理科（東洋館出版社）



①胃を取り出したら、10分程度水につけておきます。

②スライドガラスの上に、中身を押し出します。

③スポイトで水を数滴たらします。

④爪楊枝で軽くたたきながらほぐします。

できるだけかたまりをなくしてください。

⑤カバーガラスをかけて光学顕微鏡で

観察します（40～100倍）。

カタクチイワシの胃の内容物の観察

②

④

やわらかくなった胃

押し出した中身

観察できたプランクトンの例

理科×家庭科で展開する海洋教育
豆腐作り

なぜ豆腐作りが海洋教育に・・・？



海水

食塩として利用
にがりとして

とうふをつくるときに利用

「海を利用する」という観点の学習



にがりを味わう！？



児童の感想 ‐海のめぐみの利用について‐



岩井自然体験教室と海洋教育
千葉県南房総市にある区立の施設で実施する宿泊行事（3泊4日）

⇒北区立の全小学校の5年生が対象
⇒海洋教育の観点からプログラムを再考

次期学習指導要領では・・・
総合的な学習の時間においては、自然体験やボランティア活動などの社会体験、ものづくり、生産活動などの体験活動、観察・実験、
見学や調査、発表や討論などの学習活動を積極的に取り入れることの必要性を明らかにし、その際は、体験活動を探究的な学習の過
程に適切に位置付けることを求めている。 （小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総則編）

⇒自然体験教室を普段の学習と切り離さず、興味関心を継続させる

学校

 磯観察
 海陸風の体験
 海水の採取

など

（1）磯観察について
（2）潮の満ち引き
（3）海風・陸風の仕組み
（4）課題（ミッション）の提示

海辺での活動

物の溶け方
⇒海水と水道水を見分ける方法は？
動物の誕生
⇒ウニの発生観察
植物の発芽と成長・・・・・

ミッションに取り込む

②自然体験教室
①事前学習

③事後学習



スライドの一例

なぜ海について勉強するのか
日本の位置から考えていきます

海水面の位置は、一日中同じでしょうか？
なぜ変化するのでしょうか？？

磯で出会う危険な生き物についてもしっかり勉強します浜辺で感じる風の向きは
いつも同じ？？

海への興味・関心を高めることができるような話題を提供します。



みなさんへのミッション

どちらも無色透明の液体
区別する方法を考えてみてください！

事後学習：ミッションに取り組む様子
Q：海水と水道水を見分けることができるだろうか？

実験方法を班ごとに考えました 実験方法を全員で確認しました 班ごとに実験を行いました
（蒸発班）

班ごとに実験を行いました
（冷却班）

班ごとに実験を行いました
（追加班）

最後に全員で結果を共有して
結論を出しました



海水に溶けているものを取り出す
第５学年：物の溶け方
⇒単元のまとめとして海水と水道水を見分ける実験を行う

海水

食塩として利用
にがりとして

とうふをつくるときに利用

海のめぐみについてより深く理解する

（上）班ごとに計画を立てて実験を行い
結果を出します

（下）析出した結晶の観察も行います

傾けた蒸発皿での蒸発乾固実験





岩井自然体験教室における地元小学校との交流会

普段はあまり
海を意識しない

普段から
海を意識している

人と海とのかかわり

自分と海とのかかわりについて改めて考える機会に

海がすぐそばにある地域海から離れた地域

岩井自然体験教室における地元小学校との交流会

東京都北区の子供たち 千葉県館山市の子供たち



東十小学校の児童が、西岬小学校の児童に学校紹介クイズを出題

内陸の子供たちに生き物について教えてあげます



貝殻工作のやり方も説明します



僕は今日の西岬小学校との交流を、
次の東十条小学校の5年生にも続けて
もらいたいと思っています。そのために
は、このかかわりを作っている海という
ものを大切にした方がいいと思います。



21世紀の海洋教育に関するグランドデザイン（高等学校編）

3年生4年生

5年生6年生

総合的な学習の時間で展開する海洋教育

総合的な学習の時間で展開する海洋教育

次 時 主な学習活動 

1 

1 

・ 

２ 

【導入】海と人とのつながりについて 

「海」と「人」それぞれの単語から連想することを自由に考える 

つながりがあると考えたことをつないでいく。 

身近な生活における海とのつながりについて考えさせる。 

３ 

・ 

4 

■「もし海が無くなったら？」 

もし海が無くなったら？という問いを立てて自由に考えてみる 

海の恵み、海から与る恩恵について気づかせたい 

2 

５ 

・ 

６ 

■海と人とのかかわりについて 

海と人が共生して生活していくための課題を見出し、解決のための方法を考える。 

 適宜体験的な学習を取り入れる 

・アサリの浄化実験（2018 年度） 

⇒海の環境を守るためには、人が直接海をきれいにしたり、汚さないように注意したりするだけで

はなく、「海の環境を良くする生き物を守る」という間接的な方法でも可能なことに気づかせたい。 

⇒海、人、人以外の生き物、これらの関係性について、大きな視点でとらえたい 

７ 

・ 

８ 

■プレゼン資料作り 

９ 

・ 

10 

■発表会 

 「人と海とのかかわり」について思考する過程で出てきた課題について調べて発表する。 

質疑応答の時間も確保する 

 

単元の目標 （海を守る）
普段の生活の中から海とのつながりについて見出すことができる。
海から受けている恩恵について気づき、考えることができる。
海と人とのかかわりについて、様々な視点から考え、海と人とが共生して生活できる方法について考えることができる。

第6学年：海と人とのかかわり



あれ、結局全部ひとつにつながっちゃった！！



アサリによる
海水の浄化実験



生きたアサリを
湾岸生物教育研究センターから提供します

海の汚れに見立てた珪藻を海水に混ぜます



アサリを入れない
対照水槽

タブレット端末で実験の途中経過を記録します



Cont.
海

水
入

り
濡

れ
た

紙
#1 #2 #３

浄化実験 アサリ 181115＠お茶の水女子大学アカデミックプロダクション研究棟

0 min 60 min

360 min

#1’ #2’ #３’Cont.

Cont.

海
水

入
り

濡
れ

た
紙

#1 #2 #３

#1’ #2’ #３’Cont.

Cont.

海
水

入
り

濡
れ

た
紙

#3 #1 #2

#1’ #3’ #2’Cont.

・60 min経過時点では、海水入りのアサリの容器は、
Cont.と比較すると、透明に近づいていることがわかりました。
濡れた紙にくるまれてきたアサリの方は、ほとんど変化がありませんでした。

・写真はありませんが、180 min経過時点で、濡れた紙にくるまれてきたア
サリも1個体を除いてほぼ透明になっていました。

・360 min経過時点では、どちらのアサリの入った容器もほぼ透明になって
いました。



 海から離れた地域だからこそ、海を「客観的」にとらえることができる
 自由な発想で課題をたてることができる
 人と海とのかかわり、つながりについて意識させることができた

 すぐに「海を守ろう」と意識させることは難しい・・・・
⇒自分事として「海を守る」ことについて考えることが難しい児童も。。。

成果・発見

課題

次 時 主な学習活動 

１ 

1 

【導入】海の生き物について 

・身近な生活における海とのつながりについて考えさせる。 

 海に行ったことがあるか？好きな食べ物は？好きな生き物は？ 

 3 年生で学習した昆虫のこと、植物のことを振り返りながら、海の生き物について興味・関心を高める 

 ワークシートに「海の生き物」というキーワードから連想することを自由に書かせる（添付資料１） 

２ 

・ 

３ 

■生き物について調べる 

書籍やインターネット、外部講師を活用して、海の生き物について調べる。 

 調べた内容は文章にまとめたり、絵を描いたりして、理解を深める。 

 次時のプレゼンテーション作りの下準備となる素材づくりを進める。 

４ 

・ 

５ 

■プレゼンテーション作り 

プログラミング教育の要素も取り入れたい 

 タブレットなどの端末に自分で描いた絵を取り込み、動きや説明の文章と共に発表できるよう、プレゼンテーショ

ンを作成する（例えばプログラミングゼミを活用：https://programmingzemi.com/index.html）。 

６ 

■生き物交流会 

⇒作成した生き物のプレゼンテーションを使って児童同士で交流する 

■水族館づくりへとつなげる 

 自分たちが調べた海の生き物の良さを、もっとたくさんの人たちに伝えるためにはどうすればよい？ 

 身の回りにある施設から水族館の存在に気付かせる 

 水族館の職員になったつもりで、海の生き物の魅力を伝えられる、みんなが遊びに来たくなる水族館を考えよう！ 

２ 

７ 

～ 

９ 

■水族館づくり 

・コンセプトを考える 

・考えた水族館を模造紙や画用紙に絵でまとめる 

10 

■発表会 

・班ごとに、考えた水族館をアピールするプレゼンテーションを行う（各班３～5 分）。 

・互いの発表を聞いて、意見交換や質疑応答をする時間も設ける / まとめ 

 

総合的な学習の時間で展開する海洋教育

単元の目標 （海に親しむ）
 身の回りの生物について学習した内

容と関連させながら、海の中の生き
物に興味・関心を持ち、すすんでそれ
らの姿や特徴について調べることが
できる。

 海の生き物について理解を深め、そ
れらの魅力を伝えるための方法につ
いて思考し、表現することができる。

 海の生き物と私たちの普段の生活と
のつながりに気づくことができる。

第3学年 海の生き物とわたしたち



海洋教育×プログラミング教育

プログラミングソフトを活用して、
自分の調べた海の生物の動きや、すんでいる場所について紹介する

◆生物には、色、形、大きさなど、姿に違いがある
◆周辺の環境と関わって生きている

海の生物の動きは？
棲息している環境は？

第3学年：身の回りの生物

プログラミング的思考

共通性・多様性 / 比較

 生き物について観察する際の着眼点
 生き物の食べ物・隠れ場所とすみかとの関連

について理解を深める

コンピュータに意図した
処理を行わせる



モデル実験装置を活用して、海風・陸風や季節風について、
それらが発生する仕組みや、日本の気候に与える影響について理解を深める。

ゴム栓

ゴム管

注射器

プラ瓶
（蓋に穴）

気圧計

石の板 水

煙

電球

フタ
（アクリル板）

スタンド

① ②

① 気圧について理解を深める
ために、気圧計を使った実験
を導入として行います。

② 石の板を陸地に、水を海に見
立てて、陸上と海上の空気の
動きについて観察します。

海風・陸風 / 季節風の秘密
小学校 第４学年：金属、水、空気と温度

第5学年：天気の変化
中学校 第2学年：日本の気象



陸 海

昼間 ： 海風



陸 海

夜 ： 陸風

磯の生き物の内陸の学校への出張

クーラーボックスで生物を送付します タッチプール形式での磯体験 返送のため再梱包

 磯の生物が各学校へ出張します

☆臨海学校、臨海実習で磯の観察は人気の活動

しかし、
安全面や教員の負担から、
実際の磯での活動は減少しています。

内陸の学校で磯の生き物に
ふれることができる機会を提供します。



磯の生き物の内陸の学校への出張
小学校における実践例 ー生き物を仲間分けしようー

展示用の水槽に生き物を移します どの生き物が同じ仲間か
生き物カードを使って考えます

あれ？ヒトデに似た模様がある！
裏側はどうなっているかな？？

思ったよりかたい！！
こいつ生きているの！？

ひっくり返したら起き上がるかな？？ 最後に答え合わせをします。
ヒトデ・ウニ・ナマコが

同じ仲間であることにびっくり！！
「仲間分け」という課題の提示により、単なるふれあいでなく

理科の見方・考え方を働かせながら、海の生き物への興味・関心を高められます

“教室に海を”プロジェクトによる海洋教育教材の活用
小学校・中学校・高等学校などへ、
海洋教育に活用できる“生（なま）”の素材を提供します

■凍結海藻：海藻押し葉の材料として活用

お茶大・湾岸生物教育研究センター

その他の教材についてご希望があればご相談ください

■ウニ実験キット：卵、精子、海水が含まれます

■雑魚：市場に出回らない珍しい魚

■海水：塩づくりや水溶液の実験に活用できます



「いずみちゃんの大冒険 川と海のつながり」（企画・製作：お茶の水女子大学）

登場人物の紹介 川の中流：細い川が合流して海に向かう

ワカメの収穫 海の利用の一例：海運の紹介

海洋教育DVD教材の開発

川と海のつながりを意識させる内容
⇒海よりも川が身近な内陸地域で活用できる

 海の生物・環境（理科）
 流れる水の働き（理科）
 水産業のしごと（社会科）

 水産物の加工（家庭科）
 世界と日本の交通（地理）

お茶の水女子大学SECの支援体制
■教室ミュージアム 海のめぐみをいただきます！展

空き教室を活用した移動型ミュージアム

理科・社会科・家庭科の内容を学習できます



総合的な学習の時間のカリキュラムを考えるために・・・

課題設定のポイント

■学習者（児童）が有意味で重要だと感じるもの

■本当に解決する必要がある重要な問題があると実感できること

■児童が解決可能であること

■科学者が現実に行っていることと関連していること

■倫理的であること

学習科学ハンドブック 第2巻（北大路書房）

わくわく

見通しが持てる

これならできそう！

どうでも
いいかなぁ・・

総合的な学習の時間のカリキュラムを考えるために・・・

■子どもたちの実態を知る、捉える

■育成したい資質・能力についてイメージを持つ

海 自分

■他教科の学習内容を俯瞰してみる
⇒海洋教育年間カレンダーの作成



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

国語

算数

理科

社会

総合
（海洋教育）

家庭科

図画工作

音楽

体育

道徳

外国語

その他

海洋教育年間カレンダーの作製

各教科の年間学習計画を記入し、海洋教育の視点で教科間のつながりを考えてみましょう

そもそも海洋教育って・・・・・

◆教育 about 海洋 ： 海洋の○○についての教育
 海の生き物について学ぶ
 潮の満ち引きについて学ぶ

（例）

◆教育 for 海洋 ： 海洋の○○ついて、
△△するための教育
 海を利用するために、塩の作り方を学ぶ
 海を守るために、海洋環境を調査する方法につい

て学ぶ

（例）

◆教育 through 海洋 ： □□するために、
海洋を通じて学ぶ

（例）  新たな価値を生み出す、豊かな創造性を海洋を通
じて育む

 自然環境や資源の有限性の中で、よりよい社会を
つくる力を海洋を通じて育む



参考ホームページ
◆お茶の水女子大学 海洋教育促進プログラム

http://www.cf.ocha.ac.jp/sec/j/menu/projects/mepp.html

◆海洋教育パイオニアスクールプログラム
https://www.spf.org/pioneerschool/

◆東京大学海洋教育センター（旧海洋教育促進研究センター）
http://www.cole.p.u-tokyo.ac.jp/

※採択校一覧から、各学校の実践例を閲覧できます

☆海洋ゴミに関する教材掲載サイト

http://www.env.go.jp/water/var/www/html/_iq_import/water/marine/litter/post_43.html

https://sites.google.com/view/umitomo-kaiyo/

☆海洋ゴミに関する参考図書
クジラのおなかからプラスチック（旬報社）①環境省 海洋ごみ教材

②海洋ゴミ 授業案サイト 海洋教育～71.1%の恵み～ - 海ゴミ指導案

参考資料



問い合わせ先

お茶の水女子大学SEC
海洋教育促進プログラム

E-mail：sec-ocean@cc.ocha.ac.jp

TEL：03-5978-2085

FAX：03-5978-5471
担当：里 浩彰・渡辺友美

本事業は「内陸地域における海洋教育の実践（日本財団海洋教育推進プログラム）」
の支援を受けて実施しております。


